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１．背景及び目的 

平成１９年のバイオディーゼル混合軽油規格制定時に併せて制定された酸価の増加

測定方法である「軽油中の酸価の増加の測定方法として経済産業大臣が定める方法」

（以下「⊿ＴＡＮ法」という。）については、第２１回燃料政策小委員会において、①

測定に約１日かかること、②測定結果のばらつきが大きいこと等から、製造管理や将来

大量に導入された場合における市場での品質チェックを考慮し、より簡便で迅速な測定

方法の検討が求められている。 

一方で、スラッジ発生量は酸価の増加とある程度の相関性は認められているが、バイ

オディーゼル燃料の原料によっては、スラッジが酸価の増加（以下「⊿ＴＡＮ」という。）

以上に多量に発生する性質をもったものがあることも確認されており、将来的なバイオ

ディーゼル燃料の原料の多様化を考慮し、スラッジ発生量を適確に測定できる方法も求

められている。 

このため、平成１９年度石油製品代替製品等品質実態調査委託費（バイオマス由来燃

料を軽油に混合した場合の酸価の増加の測定方法に関する基礎調査）において、現行の

測定方法である⊿ＴＡＮ法に替わる新たな測定方法の適用可能性について調査したと

ころ、北米においてガソリンの酸化安定度試験法として適用が検討されている誘導期間

を指標とした酸化安定度試験法（以下「ＰｅｔｒｏＯＸＹ法」という。）が新たな測定

方法の候補となり得ることが分かった。 

この結果を受けて、平成２０年度にはＰｅｔｒｏＯＸＹ法の適用可能性についてさら

に詳細に調査を行い、精度が非常に良いこと、更には迅速・簡便で短時間での測定が可

能となることに加え、ＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間と⊿ＴＡＮにある程度の相関関係が

あることが確認されたことから、ＰｅｔｒｏＯＸＹ法が⊿ＴＡＮ法の代替試験法として

有効であることが認められた。この結果を受けて、具体的なＰｅｔｒｏＯＸＹ法の測定

方法を取りまとめた。 

しかしながら、ＰｅｔｒｏＯＸＹ法での規格値については、⊿ＴＡＮ法との相関線か

ら設定することは可能でありそうであるが、ＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間と⊿ＴＡＮと

の相関線を引くには、相関係数の値が小さく、⊿ＴＡＮ法で合格していたものがＰｅｔ

ｒｏＯＸＹ法で不合格となる場合もあることから、新たな規格値案を決めるまでには至

らず、更なる検討の余地が残された。 

以上の結果を受け、平成２１年度においては、ＰｅｔｒｏＯＸＹ法による規格値につ

いて、⊿ＴＡＮ法での規格値０．１２との相関を考慮した適切な規格値の検討を行うも

のとする。 
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２．調査実施内容 

２．１ ＦＡＭＥの選定 

• 国内で使用が想定される脂肪酸メチルエステル（以下「ＦＡＭＥ」という。）を

集める。 

• 集めたＦＡＭＥのＪＩＳ項目の性状を測定し、これらＦＡＭＥが規格値設定試料

として相応しいか判断する。 

• 除外されなかったＦＡＭＥを用いて５％ＦＡＭＥ混合軽油（以下「Ｂ５」という。）

を調製する。各ＦＡＭＥについては、酸化防止剤の濃度を変えて、５水準程度の

Ｂ５を調製する。 

• それぞれのＢ５に対して、⊿ＴＡＮ法（注）とＰｅｔｒｏＯＸＹ法とで酸化安定度

を測定し、⊿ＴＡＮ法とＰｅｔｒｏＯＸＹ法の相関を得る。 

• この相関から、その後の６試験機関での照合試験に供する４種類のＦＡＭＥを決

定する。 

２．２ 照合試験 

• ２．１で得た⊿ＴＡＮ法とＰｅｔｒｏＯＸＹ法の相関は、１試験機関によるもの

であり、その試験機関の試験結果に偏差がある場合は、実際の結果はこの相関と

違ってくる。また、⊿ＴＡＮ法は精度が悪いので、複数の試験機関で同一サンプ

ルを測定して結果を平均することで真値に近づけることが出来る。このような背

景から、同一サンプルによる照合試験を６試験機関で実施する。 

• ２．１で選定された４種類のＦＡＭＥを用いてＢ５を調製する。各ＦＡＭＥにつ

いては、酸化防止剤の濃度を変えて４水準のＢ５を調製する。調製するＢ５の酸

化安定度は、⊿ＴＡＮ法規格値０．１２を挟み、⊿ＴＡＮで０から０．４の範囲

とすることを目標とする。 

• 調製したサンプル全１６種類を予め決められた６つの試験機関に送付し、それぞ

れのサンプルについて、⊿ＴＡＮ法とＰｅｔｒｏＯＸＹ法での酸化安定度の測定

結果を得る。 

２．３ ＰｅｔｒｏＯＸＹ法でのＢ５酸化安定度規格値（案）設定方法の検討並びに規

格値（案）の提案 

• ２．２の照合試験の結果から、⊿ＴＡＮ法とＰｅｔｒｏＯＸＹ法の相関を求める。 

• ⊿ＴＡＮ法に対するＰｅｔｒｏＯＸＹ法の相関から、⊿ＴＡＮ法規格値０．１２

に対応する誘導期間を求める。 

• ⊿ＴＡＮ法に対するＰｅｔｒｏＯＸＹ法の相関から、もともとの規格基準値であ

る０．０６（第２１回燃料政策委員会配布資料「バイオディーゼル燃料混合軽油

の規格案について」より）に対応するＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間を求める。こ

の誘導期間から、⊿ＴＡＮ法規格値の設定方法と同様に、室間再現許容差を差し

引いた誘導期間を求める。 

• 以上より求めたＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間より、規格値(案)を提案する。 
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（注）⊿ＴＡＮ法は、酸化安定性をサンプルの強制劣化の前後における酸価の測定値の

差で表すものである。酸価の報告値は、ｍｇＫＯＨ/ｇと言う単位で表されるので、⊿Ｔ

ＡＮの測定値もｍｇＫＯＨ/ｇの単位が用いられるべきである。しかしながら、法的には

単位を書かないことになっていて、「軽油中の酸価の増加の測定方法として経済産業大臣

が定める方法」（告示法）でも単位が用いられていない。そこで、本報告書でも⊿ＴＡＮ

法の測定結果には単位を付けずに報告する。
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３．調査結果 

３．１ ＦＡＭＥの選定 

国内での使用が想定されるＦＡＭＥとして、国内で製造されている廃食用油メチルエ

ステル（以下「ＵＭＥ」という。）、海外で使用され、国内でも使用の可能性がある菜

種油メチルエステル（以下「ＲＭＥ」という。）、大豆油メチルエステル（以下「ＳＭ

Ｅ」という。）及びパーム油メチルエステル（以下「ＰＭＥ」という。）を対象とした。

また、選定するＦＡＭＥは、酸化安定度の異なるＢ５を酸化防止剤を用いて調製するた

め、酸化防止剤が添加されていないＦＡＭＥを対象とした。ワーキンググループ各社に

協力を依頼した結果、合計１０種類のＦＡＭＥを入手した。これらＦＡＭＥの内訳は、

ＵＭＥ２種、ＲＭＥ４種、ＳＭＥ３種及びＰＭＥ１種であった。これらＦＡＭＥを候補

として、ＪＩＳ規格項目に加え過酸化物価及びＥＮ１４１１２に規定された酸化安定度

を測定した。結果を表３．１に示す。 

 

 ・考察１ ＦＡＭＥの予備検討 

表３．１より、ＵＭＥ１、ＳＭＥ２、ＰＭＥ１、ＵＭＥ２及びＳＭＥ３において、一

部項目（エステル含有量、ジグリセライド、残留炭素分（１０％残油）、水分）でＪＩ

Ｓ規格値を外れるものがあった。しかし、エステル含有量、ジグリセライド及び残留炭

素分（１０％残油）は、試験精度を考えると許容範囲であり、また水分は、流通段階や

貯蔵時で混入する可能性もあることから、選定対象試料から除外する必要はないと判断

した。なお、問題となった試験項目の各試験の室間再現許容差は、以下のとおりである。 

 ・エステル含有量（ＥＮ１４１０３） ３．１（ｍａｓｓ％） 

 ・ジグリセライド（ＥＮ１４１０５） ０．１９２Ｘ＋０．０２（ｍｇ／ｋｇ） 

 ・残留炭素分（１０％残油）（ＪＩＳＫ２２７０） ０．２４５１Ｘ 2/3（ｍａｓｓ％） 

 ・水分（ＪＩＳＫ２２７５） ０．０８Ｘ＋１３（ｍｇ／ｋｇ） 

  （Ｘ：異なる試験室で異なる試験員が測定した試験結果の平均値） 
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表３．１ 入手したＦＡＭＥの性状（ＪＩＳ項目、過酸化物価、酸化安定度（ＥＮ１４１１２）） 

 

密度　15℃ g/cm3 0.8383  0.8839  0.8854  0.8758  0.8845  0.8853  0.8836  0.8838  0.8845  0.8857  0.860-0.900

引火点 ℃ 180.5 172.5 132.5 174.5 170.5 180.5 182.5 180.5 168.5 146.5 120以上

水分　 ppm 136  317  556  312  586  248  311  393  349  637  500以下

固形不純物 mg/kg 10.5 2.5 15.0 1.2 12.8 7.5 2.5 3.6 2.3 3.6 24以下

ヨウ素価 112 117 120 53 118 130 113 116 116 139 120以下

K ppm <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 5.0以下

Ca ppm <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 Ca+Mg

Mg ppm <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 5.0以下

P ppm <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 10.0以下

硫黄分 ppm <3 <3 <3 <3 <3 <3 <3 <3 <3 <3 10以下

遊離グリセリン %(m/m) <0.005 <0.005 <0.005 0.006 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.009 <0.005 0.02以下

モノグリセライド %(m/m) 0.669 0.631 0.621 0.535 0.529 0.798 0.426 0.621 0.764 0.153 0.80以下

ジグリセライド %(m/m) 0.126 0.168 0.161 0.236 0.216 0.210 0.106 0.161 0.179 0.180 0.20以下

トリグリセライド %(m/m) <0.05 0.106 <0.05 0.060 <0.05 <0.05 <0.05 0.103 0.078 0.262 0.20以下

全グリセリン %(m/m) 0.189 0.196 0.182 0.183 0.166 0.234 0.124 0.192 0.238 0.184 0.25以下

エステル含有量 %(m/m) 96.0 97.8 98.2 97.7 96.7 97.6 97.8 97.5 96.9 97.5 96.5以上

リノレン酸メチル含有量%(m/m) 5.8 8.8 6.6 <1.0 8.4 6.3 9.9 9.0 10.0 7.8 12.0以下

メタノール分 mass% <0.01 0.01 0.05 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 0.01 0.06 0.20以下

動粘度　40℃ ｍ㎡/s 4.587  4.519  4.197  4.576  4.527  4.204  4.474  4.478  4.552  4.139  3.50-5.00

酸価 mgKOH/g 0.16 0.13 0.11 0.07 0.26 0.15 0.08 0.06 0.09 0.14 0.50以下

硫酸灰分 mass% <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.02以下

銅板腐食 1a 1a 1a 1a 1a 1a 1a 1a 1a 1a 1以下

残留炭素分（10%残油） mass% 0.35 0.17 0.14 0.09 0.26 0.23 0.18 0.09 0.16 0.20 0.30以下

過酸化物価 mg/kg 96 300 317 223 138 23 55 155 140 176 ー

              ：ＪＩＳ規格外:

単位試験項目 UME-1 RME-2
長期保存品

SME-2
長期保存品

PME-1
長期保存品

UME-2
長期保存品

SME-3 RME-3 RME-4 RME-5 SME-4 JISK2390

5 
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・考察２ Ｂ５での予備検討 

１０種類のＦＡＭＥを用いて各々Ｂ５を調製した。まず酸化防止剤無添加で⊿ＴＡＮ

法とＰｅｔｒｏＯＸＹ法にて酸化安定度を測定した。その結果を、表３．２に示す。こ

れらＢ５の中で、⊿ＴＡＮが最小であるＲＭＥ－４混合Ｂ５、反対に⊿ＴＡＮが最大と

なるＲＭＥ－５混合Ｂ５は、相関検討用試料から除いた。 

なお、⊿ＴＡＮ法の測定は、次の条件で測定した。 

・酸化温度：１１５℃ 

・酸化時の酸素流量：３ L／ｈｒ 

・酸化時間：１６ｈｒ 

・酸価：ＪＩＳＫ２５０１にて測定 

・測定回数：２回 

ＰｅｔｒｏＯＸＹ法の測定は、次の条件で行った。 

・測定温度：１４０℃ 

・初期酸素圧力：７００ｋＰａ 

・測定回数：２回 

また、ＲＭＥ－４及びＲＭＥ－５を除いた８種のＦＡＭＥを混合したＢ５について、

品確法強制規格項目について測定した。その結果を表３．３に示す。全て強制規格に適

合していた。 

次に、８種のＦＡＭＥについて、酸化防止剤を用いてその添加量を変えることで５～

６種類の酸化安定度の異なるＢ５を調製し、⊿ＴＡＮ法とＰｅｔｒｏＯＸＹ法の酸化安

定度を測定した。測定結果を表３．４に、またこのときの⊿ＴＡＮとＰｅｔｒｏＯＸＹ

法誘導期間の相関を図３．１に示す。全てのＦＡＭＥで⊿ＴＡＮが増加すると、Ｐｅｔ

ｒｏＯＸＹ法誘導期間は短くなる傾向を示した。 
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表３．２ 試作Ｂ５の酸化安定度 

 

表３．３ ８種類のＦＡＭＥを混合したＢ５の性状―強制規格項目

UME-1 0.44 63.70

RME-2長期保存品 0.36 68.55

PME-1長期保存品 0.28 75.89

UME-2長期保存品 2.25 32.06

SME-3 0.78 54.88

RME-3 1.31 54,58

RME-4 0.00 83.77

PME-2 1.80 52.40

RME-5 2.74 35.27

SME-4 0.29 70.80

⊿ＴＡＮ
PetroOXY

誘導期間(min)
FAMEの種類

g/cm3 0.8406 0.8406 0.8409 0.8402 0.8408 0.8407 0.8406 0.8406 ー

%(m/m) <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01以下

有機酸 ギ酸 %(m/m) <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001

酢酸 %(m/m) <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001

プロピオン酸 %(m/m) <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001 <0.0001

%(m/m) <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01以下

mgKOH/g 0.01 0.01 0.01 0.01 0.02 0.01 0.01 0.02 0.13以下

RME-3 
SME-2

長期保存品
PME-1

長期保存品
UME-2

長期保存品
SME-3 UME-1

RME-2
長期保存品

単位
品確法における
軽油強制規格

ギ酸、酢酸及び
プロピオン酸の
合計　0.003以

下

酸価

メタノール含有量

トリグリセライド含有量

試験項目

密度　15℃

SME-4 

7
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表３．４ ８種のＦＡＭＥを混合したＢ５の⊿ＴＡＮとＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間の 

予備検討結果 

 

 

 

 

 

 

n=1 n=2 平均値 n=1 n=2 平均値

0 0.62 0.25 0.44 63.32 64.08 63.70
20 0.44 0.41 0.43 62.03 66.30 64.17
30 0.06 0.07 0.07 66.65 70.75 68.70
40 0.08 0.06 0.07 70.37 74.32 72.35
50 0.01 0.04 0.03 73.73 77.95 75.84
0 0.33 0.38 0.36 69.40 67.70 68.55
5 0.19 0.21 0.20 65.70 71.00 68.35
10 0.09 0.10 0.10 69.52 73.95 71.74
15 0.03 0.03 0.03 72.25 77.12 74.69
20 0.02 0.02 0.02 74.40 80.88 77.64
0 0.94 0.87 0.91 56.42 56.38 56.40
20 0.44 0.39 0.42 65.07 64.80 64.94
25 0.20 0.22 0.21 66.54 67.23 66.89
30 0.06 0.07 0.07 70.93 70.72 70.83
40 0.02 0.03 0.03 72.50 72.53 72.52
50 0.01 0.01 0.01 104.23 105.37 104.80
0 0.27 0.28 0.28 76.50 75.27 75.89
5 0.04 0.17 0.11 78.98 79.28 79.13
10 0.02 0.01 0.02 84.48 82.67 83.58
15 0.01 0.00 0.01 86.93 88.95 87.94
20 0.00 0.00 0.00 93.23 98.13 95.68
10 1.06 － 1.06 46.33 46.55 46.44

20 1.06 － 1.06 54.43 54.15 54.29

30 0.37 － 0.37 61.78 61.60 61.69

40 0.08 － 0.08 67.53 68.23 67.88

50 0.02 0.02 0.02 76.77 - 76.77

0 0.79 0.76 0.78 53.20 56.55 54.88
20 0.21 0.31 0.26 63.13 62.78 62.96
25 0.06 0.06 0.06 66.55 66.63 66.59
30 0.05 0.04 0.05 70.45 70.05 70.25
40 0.02 0.01 0.02 76.62 76.58 76.60
50 0.02 0.00 0.01 82.07 82.37 82.22
0 1.28 1.33 1.31 54.22 54.95 54.58
20 0.73 1.17 0.95 60.77 61.07 60.92
30 0.25 0.36 0.31 68.65 68.20 68.43
40 0.12 0.13 0.13 74.62 74.55 74.58
50 0.02 0.05 0.04 80.75 79.95 80.35
0 0.13 0.07 0.10 70.80 70.43 70.62
5 0.05 0.04 0.05 74.82 74.88 74.85
10 0.06 0.02 0.04 76.48 76.12 76.30
15 0.02 0.01 0.02 77.70 77.40 77.55
20 0.02 0.00 0.01 80.33 80.13 80.23

FAME
酸化防止剤
添加量(ppm)

⊿ＴＡＮ PetroOXY法誘導期間(min）

UME-1

RME-2
長期保存品

SME-2
長期保存品

PME-1
長期保存品

SME-4

UME-2
長期保存品

SME-3

RME-3
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図３．１ ＦＡＭＥ混合Ｂ５の⊿ＴＡＮＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間との関係 

 

 

 

 

 

 

図３．１ ８種のＦＡＭＥを混合したＢ５の⊿ＴＡＮとＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間の 

予備検討結果 

 

・考察３ ＦＡＭＥの選定 

ＦＡＭＥ選定のための予備検討結果を受けて、評価委員会及びワーキンググループで

討議した結果、国内で使用される可能性の高いＵＭＥ-１、ＵＭＥ-２、欧米ですでに使

用されているＲＭＥ、ＳＭＥからＲＭＥ-２、ＳＭＥ-３の４種類を相関検討のための照

合試験に供する試料として選定した。なお、ＰＭＥについては、ＰｅｔｒｏＯＸＹ法と

の相関をとるのに、酸化防止剤を用いて⊿ＴＡＮ０～０．４の範囲で均等に⊿ＴＡＮの

値を振った４水準のサンプルを調整することが困難であった（表３．４の酸化防止剤の

添加量を変えた時のＢ５の⊿ＴＡＮ測定結果参照）。また、ＰＭＥは融点が高く冬場の

室温では固化しており、Ｂ５でも冬場にワックスが生じる等、６機関で照合試験をする

ための試料として取扱が難しいと判断し、選定試料から除外した。 
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・考察４ 選定したＦＡＭＥを用いたＢ５のＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間と⊿ＴＡＮの相

関 

選定した４種類のＦＡＭＥについて、相関検討に必要とされる⊿ＴＡＮ法規格値の０．

１２を挟み０～０．４の範囲に入る４水準の試料は表３．４及び図３．１で示したように、

予備検討で得られていた。しかし、ＵＭＥ-２については、照合試験用の試料を調製する

段階で劣化が見られたため、酸化防止剤を増量した試料を再調製し、再測定した。この再

測定の結果を含め、選定された４種類のＦＡＭＥを用いたＢ５の酸化安定度結果を表３．

５に、またこのときの⊿ＴＡＮ法とＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間の相関を図３．２に示す。  

 

表３．５ 選定されたＦＡＭＥ４種を混合したＢ５の⊿ＴＡＮ及びＰｅｔｒｏＯＸＹ法 

誘導期間予備検討結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=1 n=2 平均値 n=1 n=2 平均値

20 0.44 0.41 0.43 62.03 66.30 64.17
30 0.06 0.07 0.07 66.65 70.75 68.70
40 0.08 0.06 0.07 70.37 74.32 72.35
50 0.01 0.04 0.03 73.73 77.95 75.84
50 0.23 0.56 0.40 62.08 61.95 62.02

55 0.39 0.21 0.30 62.10 63.93 63.02

60 0.08 0.07 0.08 66.63 66.45 66.54

70 0.02 0.02 0.02 73.82 73.72 73.77

5 0.19 0.21 0.20 65.70 71.00 68.35
10 0.09 0.10 0.10 69.52 73.95 71.74
15 0.03 0.03 0.03 72.25 77.12 74.69
20 0.02 0.02 0.02 74.40 80.88 77.64
20 0.21 0.31 0.26 63.13 62.78 62.96
25 0.06 0.06 0.06 66.55 66.63 66.59
30 0.05 0.04 0.05 70.45 70.05 70.25
40 0.02 0.01 0.02 76.62 76.58 76.60

FAME
酸化防止剤添

加量(ppm)
⊿ＴＡＮ PetroOXY法誘導期間(min）

UME-1

UME-2
長期保存品
（再測定）

RME-2
長期保存品

SME-3
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図３．２ 選定されたＦＡＭＥ４種を混合したＢ５の⊿ＴＡＮとＰｅｔｒｏＯＸＹ法 

誘導期間の予備検討結果 

 

図３．２において、全てのＦＡＭＥでのＢ５について、⊿ＴＡＮ法とＰｅｔｒｏ

ＯＸＹ法での酸化安定度の関係を対数近似で整理できることが分かった。また、そ

れらの相関係数Ｒ２は０．８２１６となり、比較的良い相関を示すことから、⊿ＴＡ

Ｎ法との相関でＰｅｔｒｏＯＸＹ法規格値（案）を設定できる可能性が高いことが

わかった。
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３．２ 照合試験 

（１）試料 

⊿ＴＡＮ法とＰｅｔｒｏＯＸＹ法の相関のための照合試験に用いる試料は、「３．１ 

ＦＡＭＥの選定」で選定されたＵＭＥ－１、ＵＭＥ－２、ＲＭＥ－２、ＳＭＥ－３で調

製したＢ５を用いた。Ｂ５の⊿ＴＡＮの範囲は、⊿ＴＡＮが大きくなると室間再現許容

差が大きくなり、測定結果のバラツキが大きくなるため、⊿ＴＡＮ法規格値が０．１２

であることを考慮して０．４を最大とするよう調製した。１種類のＦＡＭＥに対して酸

化防止剤の添加量により酸化安定性の異なる４つのＢ５を調製した。酸化防止剤として

ジブチルヒドロキシトルエン（以下「ＢＨＴ」という。）を用いた。測定試料は以下の

とおり合計で１６種類とした。 

・ＵＭＥ－１混合Ｂ５：ＢＨＴ添加量２０、３０、４０、５０ｐｐｍの４種類 

・ＵＭＥ－２混合Ｂ５：ＢＨＴ添加量６０、７０、１２０、１５０ｐｐｍの４種類 

・ＲＭＥ－２混合Ｂ５：ＢＨＴ添加量５、１０、１５、２０ｐｐｍの４種類 

・ＳＭＥ－３混合Ｂ５：ＢＨＴ添加量２０、２５、３０、４０ｐｐｍの４種類 

なお、ＵＭＥ－２混合Ｂ５については照合試験開始後、更に酸化劣化が進んでしまい、

当初調製した試料４種類では⊿ＴＡＮが０．１２以下を示す試料がなくなることが確認

された。そのため、ＵＭＥ－２混合Ｂ５のＢＨＴ添加量を表３．５に示した５０ｐｐｍ

及び５５ｐｐｍから１２０ｐｐｍ及び１５０ｐｐｍに増量した試料に交換した。 

（２）測定条件 

添付資料 1の照合試験実施要領によって測定した。試験機関は６機関。ＰｅｔｒｏＯ

ＸＹ法測定装置に関しては、測定装置保有の２機関は自社測定装置で、その他４機関は

装置メーカーより借用した３台の測定装置とエス･ブイ･シー東京貸与の測定装置１台、

計４台の測定装置を用いて試験を実施した。そして、各試験機関で同じ試料を用いて、

ＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間と同時に⊿ＴＡＮを測定した。 

試験機関 

６機関（財団法人日本自動車研究所、新日本石油株式会社、株式会社ジャパンエナジ

ー分析センター、社団法人日本海事検定協会、社団法人全国石油協会、エス・ブイ・

シー東京） 

ＰｅｔｒｏＯＸＹ法 

・測定装置：合計６台使用（このうち３台はメーカー借用測定装置） 

・測定温度：１４０℃ 

・初期酸素圧力：７００ｋＰａ 

・測定回数：２回 

・点検圧力、点検温度：１４０℃、７００ｋＰａ 

・点検：標準試料使用。（点検は１４０℃での実測前とした。） 

⊿ＴＡＮ法 

・酸化温度：１１５℃ 

・酸化時の酸素流量：３ L／ｈ r 
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・酸化時間：１６ｈｒ 

・酸価：ＪＩＳ Ｋ ２５０１にて測定 

・測定回数：２回 

（３）結果及び考察 

ＰｅｔｒｏＯＸＹ法（測定温度１４０℃）についての測定結果を表３．６に示す。表

３．６には石油学会精度計算法に基づき測定結果から算出した室内併行標準偏差、室内

併行許容差、室間再現標準偏差、室間再現許容差を示す。ＩＳＯ４２５９で規定されて

いる精度計算方法に従い算出した室間再現許容差も併せて示す。同様に、⊿ＴＡＮ法に

ついての測定結果を表３．７に示す。なお、ＵＭＥ-２については、前述したように照

合試験開始後更に劣化が進行したため、⊿ＴＡＮが１．０前後の試料が含まれてしまう

結果となった。 
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                       表３．６ ＰｅｔｒｏＯＸＹ法照合試験精度解析結果 測定温度１４０℃              単位：分 

n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2
L1 58.9 59.0 62.7 62.4 66.1 66.6 71.0 71.4 50.7 50.9 51.9 51.8 68.8 68.2 76.6 76.5
L2 58.8 60.3 64.7 64.7 68.6 68.8 73.0 73.2 54.7 55.0 59.0 59.5 71.4 71.4 79.8 79.9
L3 57.8 58.4 62.7 63.0 67.0 67.5 71.6 71.6 53.5 53.6 58.3 58.4 69.3 69.5 78.1 78.0
L4 58.8 58.9 64.0 63.4 67.5 67.0 70.9 71.0 51.4 52.3 51.3 57.8 68.9 68.6 76.6 76.3
L5 57.1 58.4 63.1 63.5 67.6 67.5 70.8 70.8 53.2 53.1 56.9 56.8 68.6 68.6 77.5 77.6
L6 57.9 59.3 63.3 63.5 67.6 67.0 70.9 71.1 51.0 51.2 54.8 54.9 67.2 67.7 74.8 75.0

平均値 58.63 63.41 67.38 71.43 52.56 56.37 69.01 77.23
室内併行標準偏差 0.71 0.24 0.30 0.13 0.28 0.16 0.24 0.09
室内併行許容差 2.46 0.83 1.03 0.44 0.98 0.59 0.85 0.33
棄却機関 なし なし なし なし なし L4 なし なし
室間再現標準偏差 0.82 0.78 0.78 0.87 1.59 2.84 1.33 1.68
室間再現許容差 2.52 2.71 2.72 3.17 5.78 10.31 4.82 6.09
ISO4259から算出した
室間再現許容差

1.78 1.92 1.92 2.24 4.09 7.29 3.41 4.31

棄却機関 なし なし なし なし なし なし なし なし

n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2
L1 61.7 61.9 64.7 64.9 67.7 68.2 71.0 71.0 56.6 56.5 57.0 57.0 61.7 62.0 68.0 67.9
L2 63.0 63.4 65.5 66.3 68.9 69.2 71.7 72.0 58.1 58.4 59.0 58.9 64.0 63.9 70.4 70.3
L3 61.3 61.8 64.8 64.9 68.5 68.0 70.7 70.9 57.0 57.1 57.5 57.5 62.1 62.2 67.7 67.9
L4 61.6 61.7 64.8 64.2 67.9 68.0 70.1 70.4 56.5 56.0 57.4 57.2 61.8 61.7 67.5 67.6
L5 62.0 61.9 65.7 65.5 69.1 68.7 71.0 70.8 55.2 55.2 58.7 58.8 62.2 62.3 68.0 68.3
L6 60.6 61.0 64.7 64.4 67.6 67.4 70.5 69.8 57.2 57.3 57.1 57.7 61.1 60.8 66.5 66.7

平均値 61.82 65.03 68.25 70.81 56.76 57.81 62.14 68.05
室内併行標準偏差 0.24 0.31 0.28 0.27 0.15 0.19 0.13 0.12
室内併行許容差 0.81 1.08 0.96 0.95 0.52 0.66 0.44 0.40
棄却機関 なし なし なし なし なし なし なし なし
室間再現性標準偏差 0.80 0.62 0.64 0.64 1.04 0.83 0.99 1.23
室間再現性許容差 2.92 2.06 2.21 2.22 3.78 3.02 3.60 4.48
ISO4259から算出した
室間再現許容差

2.07 1.46 1.56 1.57 2.67 2.13 2.55 3.17

棄却機関 なし なし なし なし なし なし なし なし
※照合試験開始後、試料５、６の劣化が進んでしまったため、試料５、６の試験を中止し、新たに試料１７、１８を調製した。
            ：棄却測定値

5wt%SME3混合軽油
+BHT40ppm

試料１２

5wt%RME2混合軽油
+BHT20ppm

5wt%SME3混合軽油
+BHT20ppm

5wt%SME3混合軽油
+BHT25ppm

5wt%SME3混合軽油
+BHT30ppm

機関No.

試料９ 試料１０ 試料１１

5wt%RME2混合軽油
+BHT5ppm

5wt%RME2混合軽油
+BHT10ppm

5wt%RME2混合軽油
+BHT15ppm

試料１３ 試料１４ 試料１５

試料１８
※

5wt%UME2混合軽油
+BHT150ppm

5wt%UME2混合軽油
+BHT70ppm

試料１７
※

試料１６

5wt%UME2混合軽油
+BHT120ppm

機関No. 5wt%UME1混合軽油
+BHT20ppm

5wt%UME1混合軽油
+BHT30ppm

5wt%UME1混合軽油
+BHT40ppm

5wt%UME1混合軽油
+BHT50ppm

試料７ 試料８

5wt%UME2混合軽油
+BHT60ppm

試料１ 試料２ 試料３ 試料４

14
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                       表３．７ ⊿ＴＡＮ法照合試験精度解析結果                  単位：－ 

 

n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2
L1 0.20 0.35 0.09 0.04 0.05 0.03 0.02 0.02 1.12 1.27 0.95 1.01 0.03 0.03 0.01 0.02
L2 0.47 0.37 0.16 0.16 0.05 0.05 0.01 0.03 0.95 1.21 0.89 1.02 0.08 0.08 0.02 0.02
L3 0.51 0.52 0.19 0.17 0.08 0.07 0.01 0.01 1.07 1.06 1.16 1.05 0.07 0.06 0.01 0.01
L4 0.52 0.46 0.11 0.10 0.09 0.12 0.01 0.03 1.24 0.93 1.16 0.41 0.05 0.04 0.03 0.03
L5 0.42 0.39 0.15 0.15 0.06 0.04 0.01 0.01 1.04 0.97 0.85 0.71 0.06 0.07 0.01 0.01
L6 0.35 0.39 0.09 0.13 0.07 0.07 0.02 0.04 0.85 1.01 0.94 0.72 0.11 0.10 0.03 0.05

平均値 0.412 0.129 0.065 0.019 1.059 0.906 0.065 0.021
室内併行標準偏差 0.057 0.020 0.014 0.010 0.134 0.235 0.005 0.007
室内併行許容差 0.196 0.068 0.048 0.036 0.464 0.812 0.018 0.023
棄却機関 なし なし なし なし なし なし なし なし
室間再現標準偏差 0.095 0.045 0.027 0.011 0.130 0.210 0.026 0.013
室間再現許容差 0.318 0.154 0.089 0.031 0.380 0.604 0.095 0.043
棄却機関 なし なし なし なし なし なし なし なし

n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2 n=1 n=2
L1 0.20 0.28 0.13 0.12 0.04 0.04 0.01 0.01 0.55 0.43 0.55 0.49 0.16 0.07 0.01 0.01
L2 1.03 0.50 0.19 0.22 0.09 0.10 0.04 0.06 0.54 0.68 0.44 0.61 0.12 0.19 0.03 0.02
L3 0.44 0.43 0.28 0.26 0.13 0.13 0.06 0.05 0.83 0.76 0.72 0.69 0.32 0.29 0.05 0.04
L4 0.12 0.20 0.13 0.16 0.07 0.05 0.02 0.02 0.68 0.74 0.75 1.11 0.45 0.17 0.06 0.01
L5 0.28 0.27 0.12 0.13 0.05 0.05 0.03 0.03 0.84 0.87 0.52 0.54 0.29 0.32 0.06 0.04
L6 0.38 0.34 0.13 0.13 0.07 0.06 0.02 0.03 0.75 0.68 0.50 0.37 0.20 0.15 0.05 0.03

平均値 0.312 0.167 0.073 0.033 0.696 0.607 0.227 0.034
室内併行標準偏差 0.037 0.013 0.007 0.007 0.063 0.123 0.089 0.015
室内併行許容差 0.134 0.045 0.024 0.025 0.219 0.424 0.308 0.053
棄却機関 L2 なし なし なし なし なし なし なし
室間再現標準偏差 0.122 0.060 0.034 0.018 0.139 0.199 0.109 0.018
室間再現許容差 0.444 0.217 0.123 0.061 0.479 0.649 0.338 0.057
棄却機関 なし なし なし なし なし なし なし なし
※照合試験開始後、試料５、６の劣化が進んでしまったため、試料５、６の試験を中止し、新たに試料１７、１８を調製した。
            ：棄却測定値

機関No.

試料１４ 試料１５ 試料１６

5wt%SME3混合軽油
+BHT25ppm

5wt%SME3混合軽油
+BHT30ppm

5wt%SME3混合軽油
+BHT40ppm

試料１０

5wt%RME2混合軽油
+BHT20ppm

試料９

試料１７
※

試料１８
※

5wt%UME1混合軽油
+BHT20ppm

5wt%UME1混合軽油
+BHT30ppm

5wt%UME1混合軽油
+BHT40ppm

5wt%UME1混合軽油
+BHT50ppm

5wt%UME2混合軽油
+BHT60ppm

5wt%UME2混合軽油
+BHT70ppm

5wt%UME2混合軽油
+BHT120ppm

5wt%UME2混合軽油
+BHT150ppm

機関No.

試料１ 試料２ 試料３ 試料４ 試料７ 試料８

5wt%RME2混合軽油
+BHT5ppm

5wt%RME2混合軽油
+BHT10ppm

試料１２ 試料１３

5wt%SME3混合軽油
+BHT20ppm

試料１１

5wt%RME2混合軽油
+BHT15ppm
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・考察１ ＰｅｔｒｏＯＸＹ法の室間再現許容差 

ＰｅｔｒｏＯＸＹ法において、各試験試料の測定平均値に対する石油学会精度計算法

による室間再現許容差の平均値の比率は、６．２３％、ＩＳＯ４２５９で４．４１％で

あった。また、試料８の測定結果について、機関Ｎｏ．Ｌ１の測定値が他機関より低く

なった。これにより、試料８の室間再現許容差が、他の試料に比べ大きくなった。これ

について標準試料の測定結果、測定日までの酸化劣化の進行度合いの影響、測定時に気

づいた点を調査したが、明確な原因は掴めなかった。 

 

・考察２ ⊿ＴＡＮ法の室間再現許容差 

同様に、⊿ＴＡＮ法において、各試験試料の測定値の平均値に対する石油学会精度計

算法による室間再現許容差の平均値の比率は、１３０％であった。 

 

・考察３ ＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間と⊿ＴＡＮの相関の評価 

今回の照合試験結果を用いて、ＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間と⊿ＴＡＮとの相関を評

価するため、６試験機関の測定値の平均値１６点を用いて作成した相関図を図３．３に、

全測定結果（１試料に対して２回測定した結果の平均値）９６点を用いて作成した相関

図を図３．４に示す。図３．３に示した６試験機関の測定値の平均値を対数で近似した

相関では、相関係数Ｒ２は０．９３３８と良好な相関を示した。また、図３．４に示し

た全測定結果（１試料に対して２回測定した結果の平均値）を対数で近似した相関では、

相関係数Ｒ２は０．８５２３となり、ＦＡＭＥ種に関係なくＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期

間と⊿ＴＡＮの相関は比較的良いことが分かった。 

これにより、これらのＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間と⊿ＴＡＮとの対数近似による相

関を用いて、ＰｅｔｒｏＯＸＹ法規格値（案）を設定できることがわかった。 
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図３．３ ⊿ＴＡＮとＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間の関係 

（６試験機関の測定値の平均値 ⊿ＴＡＮ０．０－１．４） 

 

図３．４ ⊿ＴＡＮとＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間の関係 

（全測定結果（１試料に対して２回測定した結果の平均値） ⊿ＴＡＮ０．０－１．４） 
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３．３ ＰｅｔｒｏＯＸＹ法でのＢ５酸化安定度規格値（案）設定方法の検討並びに規

格値（案）の提案 

ＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間と⊿ＴＡＮの相関を評価した結果、ＰｅｔｒｏＯＸ

Ｙ法誘導期間と⊿ＴＡＮとの対数近似による相関を用いて、ＰｅｔｒｏＯＸＹ法規

格値（案）を設定できることがわかった。そのため、６試験機関の測定値の平均値

１６点より得られた相関、全測定結果（１試料に対して２回測定した結果の平均値）

９６点より得られた相関の２つの相関からＰｅｔｒｏＯＸＹ法規格値(案)を算出し

た。 

 

・考察１ ６試験機関の測定値の平均値１６点を用いて算出したＰｅｔｒｏＯＸＹ法

誘導期間 

⊿ＴＡＮ法規格値０．１２及び⊿ＴＡＮ法規格基準値０．０６に対応するＰｅｔ

ｒｏＯＸＹ法誘導期間を求めるため、６試験機関の測定結果を試料ごとに平均した値

１６点を用いて、⊿ＴＡＮ法とＰｅｔｒｏＯＸＹ法を対数で近似した相関図（図３．

３）の⊿ＴＡＮの目盛り幅を０～０．２に拡大した図を図３．５に示す。 

この相関から、⊿ＴＡＮ法の規格値０．１２に対応するＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導

期間を対数近似式より求めた結果、６５．１分となった。 

同様に、⊿ＴＡＮ法の規格基準値０．０６に対応するＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期

間を求めると、６８．３分となった。この誘導期間から差し引く許容差は、評価委員

会及びＷＧの討議を受け、ＩＳＯ４２５９で規定されている精度計算方法に従い算出

した室間再現許容差２．８分を用いた。その結果、算出されたＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘

導期間は、６５．５分となった。 
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図３．５ ⊿ＴＡＮとＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間との関係 

（６試験機関の測定値の平均値 ⊿ＴＡＮ０．０－０．２０ ） 

 

・考察２ 全測定結果（１試料に対して２回測定した結果の平均値）９６点を用いて

算出したＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間 

⊿ＴＡＮ法規格値０．１２及び⊿ＴＡＮ法規格基準値０．０６に対応するＰｅｔ

ｒｏＯＸＹ法誘導期間を求めるため、全測定結果（１試料に対して２回測定した結

果の平均値）９６点を用いて、⊿ＴＡＮ法とＰｅｔｒｏＯＸＹ法を対数で近似した

相関図（図３．４）の⊿ＴＡＮの目盛り幅を０～０．２に拡大した図を図３．６に

示す。 

この相関から、⊿ＴＡＮ法の規格値０．１２に対応するＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導

期間を対数近似式より求めた結果、６４．７分となった。 

同様に、⊿ＴＡＮ法の規格基準値０．０６に対応するＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期

間を求めた結果、６７．７分となった。この誘導期間から、考察１で用いたＩＳＯ

４２５９で規定された室間再現許容差２．８分を差し引くとＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘

導期間は、６４．９分となった。 
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図３．６ ⊿ＴＡＮとＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間との関係 

（全測定結果の平均値 ⊿ＴＡＮ０．０－０．２０ ） 

 

・ 考察３ ＰｅｔｒｏＯＸＹ法規格値（案）の提案 

 ⊿ＴＡＮ法に対するＰｅｔｒｏＯＸＹ法の２つの相関線から、考察１、考察２におい

て求めた⊿ＴＡＮ法規格値０．１２に対応するＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間、⊿ＴＡＮ

法規格基準値０．０６に対応する誘導期間から、ＩＳＯ４２５９で規定された室間再現

許容差を差し引いて求めたＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間をまとめて表３．８に示す。 

 

表３．８ ⊿ＴＡＮとＰｅｔｒｏＯＸＹ法の２つの相関線から算出した規格値（案） 

 

表３．８において、２つの相関線より求めた規格値（案）が等しく確からしいと言

う推察のもとに、⊿ＴＡＮ法の規格値０．１２に対応するＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期

間を平均すると６４．９分となった。ＰｅｔｒｏＯＸＹ試験方法の結果の表し方は分

単位で表すことになっており、この６４．９分を分単位で表すと６５分となった。 

同様に、⊿ＴＡＮ法の規格基準値０．０６に対応するＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間
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規格値０．１２に対応する
ＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間

（分）

規格基準値０．０６に対応する
ＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間から

室間再現許容差を差し引いた
誘導期間
(分）

６機関の測定値の平均値１６点の相関 ６５．１ ６５．５

全測定結果９６点の相関 ６４．７ ６４．９

ＰｅｔｒＯＸＹ法誘導期間の算出に用いた相関
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からＩＳＯ４２５９で規定された室間再現許容差を差し引いたＰｅｔｒｏＯＸＹ法

誘導期間を平均すると６５．２分となり、分単位で表すと６５分となった（注）。 

以上のことより、⊿ＴＡＮ法規格値０．１２に対応するＰｅｔｒｏＯＸＹ法規格値

（案）として６５分を提案する。 

 

（注）現行規格値⊿ＴＡＮ０．１２より求めたＰｅｔｒｏＯＸＹ法での規格値（案）

と現行規格値を決める時に用いた⊿ＴＡＮ法規格基準値０．０６より求めたＰｅｔｒ

ｏＯＸＹ法での規格値（案）は同じ６５分となった。 

 

・参考 ＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間の規格値を６５分以上とした場合の測定結果へ

の影響 

図３．７は、今回の照合試験で得られた全ての測定結果（１試料に対して２回測定

した結果の平均値）について⊿ＴＡＮを横軸に、ＰｅｔｒｏＯＸＹ法の結果を縦軸に

図示した結果である。ここで、⊿ＴＡＮ法の規格値が、０．１２以下で、Ｐｅｔｒｏ

ＯＸＹ法の規格値が仮に６５分以上とした時の、両者の規格値での判定の差異につい

て見てみる。 

図３．７よりＰｅｔｒｏＯＸＹ法規格値６５分以上で合格でも⊿ＴＡＮ法規格値０．

１２を越え不合格となる点は、全測定数９６点のうち８点であった。反対に、⊿ＴＡ

Ｎ法規格値０．１２以下で合格でもＰｅｔｒｏＯＸＹ法規格値６５分未満で不合格と

なる６機関の測定結果は、４点であった。 
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図３．７ ⊿ＴＡＮとＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間との関係（全測定結果の平均値 

（１試料に対して２回測定した結果の平均値）⊿ＴＡＮ０．０－０．３０ ） 
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４．まとめ 

（１）ＦＡＭＥの選定 

・ １０種類のＦＡＭＥから、国内での使用可能性、⊿ＴＡＮ法とＰｅｔｒｏＯＸＹ

法の相関の検討試料としての適正等を考慮して、ＵＭＥ２種類、ＲＭＥ１種類、Ｓ

ＭＥ１種類の合計４種類のＦＡＭＥを選定した。 

・ 選定した４種類のＦＡＭＥを使って、⊿ＴＡＮが規格値の０．１２を挟み０～０．

４の範囲に入るように、酸化安定度を４水準に変化させたＢ５を調製した。調製し

た試料の⊿ＴＡＮ法とＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間の相関は、対数近似により整理

できることが分かった。また、１試験機関の結果ではあるが、それらの相関係数Ｒ２

は０．８２１６となり、比較的良い相関を示すことから、⊿ＴＡＮ法との相関でＰ

ｅｔｒｏＯＸＹ法規格値（案）を設定できる可能性が高いことがわかった。 

 

（２）照合試験 

・選定された４種類のＦＡＭＥを用いてＢ５を調製した。各ＦＡＭＥについて、酸

化防止剤の濃度を変えて⊿ＴＡＮ０～０．４の範囲を目標に４水準のＢ５を調製し

た。 

・ 調製した全１６種類を６つの試験機関に送付し、各試料について、⊿ＴＡＮ法と

ＰｅｔｒｏＯＸＹ法での酸化安定度の測定結果を得た。 

・６試験機関の測定値の平均値を用いた相関では、相関係数Ｒ２＝０．９３３８と良

好な相関を示した。全測定結果（１試料に対して２回測定した結果の平均値）を対

数で近似した相関の相関係数Ｒ２は０．８５２３となり、ＦＡＭＥ種に関係なくＰｅ

ｔｒｏＯＸＹ法誘導期間と⊿ＴＡＮは相関することが分かった。これにより、これ

らのＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間と⊿ＴＡＮとの対数近似による相関を用いて、Ｐ

ｅｔｒｏＯＸＹ法規格値（案）を設定できることがわかった。 

 

（３）ＰｅｔｒｏＯＸＹ法規格値（案）の検討・提案 

・６試験機関の測定値の平均値１６点を対数で近似した相関から、⊿ＴＡＮ法の規

格値０．１２に対応するＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間を求めると、６５．１分とな

った。一方、⊿ＴＡＮ法の規格基準値０．０６に対応するＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導

期間は、６８．３分となった。この誘導期間から、ＩＳＯ４２５９で規定された室

間再現許容差２．８分を差し引くと、６５．５分となった。 

・全測定結果（１試料に対して２回測定した結果の平均値）９６点を対数で近似し

た相関から、⊿ＴＡＮ法の規格値０．１２に対応するＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間

を求めると、６４．７分となった。一方、⊿ＴＡＮ法の規格基準値０．０６に対応

するＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間は、６７．７分となった。この誘導期間から、Ｉ

ＳＯ４２５９で規定された室間再現許容差２．８分を差し引くと６４．９分となっ

た。 
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・２つの相関線より求めた規格値（案）が等しく確からしいと言う推察のもとに、

⊿ＴＡＮ法の規格値０．１２に対応するＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間を平均すると６

４．９分となった。ＰｅｔｒｏＯＸＹ試験方法の結果の表し方は分単位で表すことに

なっており、この６４．９分を分単位で表すと６５分となった。同様に、⊿ＴＡＮ法

の規格基準値０．０６に対応するＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間から室間再現許容差を

差し引いたＰｅｔｒｏＯＸＹ法誘導期間を平均すると６５．２分となり、分単位で表

すと６５分となった。 

以上のことより、⊿ＴＡＮ法規格値０．１２に対応するＰｅｔｒｏＯＸＹ法規格値

（案）として６５分を提案する。 
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添付資料１ 

 

平成 21 年 12 月 21 日 

    

誘導期間法（誘導期間法（誘導期間法（誘導期間法（ＰｅｔｒｏＯＸＹ法ＰｅｔｒｏＯＸＹ法ＰｅｔｒｏＯＸＹ法ＰｅｔｒｏＯＸＹ法）による）による）による）によるＦＡＭＥＦＡＭＥＦＡＭＥＦＡＭＥ混合軽油の酸化安定度試験方法混合軽油の酸化安定度試験方法混合軽油の酸化安定度試験方法混合軽油の酸化安定度試験方法    

照合試験実施要領照合試験実施要領照合試験実施要領照合試験実施要領    

 

1. 目的 

偏差を含まないデータより誘導期間法（ＰｅｔｒｏＯＸＹ法）の規格値案を検討するため、複数の試

験機関で、ＰｅｔｒｏＯＸＹ法と「軽油中の酸価の増加の測定方法として経済産業大臣が定める方

法」（以下「⊿TAN 法」という。）の相関を測定する。 

 

2. 照合試験参加機関 

以下の 6 機関で実施する。 

照合試験参加機関 

機関 No. 機関名 事業所名 

L1 （財）日本自動車研究所  

L2 新日本石油㈱ 研究開発本部 中央技術研究所 

L3 ㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝｴﾅｼﾞｰ分析センター  

L4 （社）日本海事検定協会 理化学分析センター 

L5 （社）全国石油協会 品質試験室 

L6 ㈱ｴｽ・ﾌﾞｲ・ｼｰ東京 中津事業所 

 

3. 照合試験試料 

照合試験試料は，４種類の脂肪酸メチルエステル(ＦＡＭＥ)に BHT 添加量を変え４水準に調製

した 5wt%ＦＡＭＥ混合軽油 1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,12,13,14,15 及び 16 の 16 種類を測定す

る。   

 

4. 試験方法 

誘導期間法（ＰｅｔｒｏＯＸＹ法）は脂肪酸メチルエステル混合軽油の酸化安定度試験方法－誘導

期間法（案）－に従い照合試験試料を試験温度 140℃でそれぞれ 2 回測定する。また，現行法

である⊿TAN 法については，平成 19 年経済産業省告示第 81 号に従い照合試験試料をそれ

ぞれ 2 回測定する。なお，測定に失敗したことが明らかな場合はその結果を捨て，測定をやり

直し，その旨を特記事項として報告する。 

 

5. 誘導期間法（ＰｅｔｒｏＯＸＹ法） 試験手順 

5.1 試料の準備 
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(1)送付された試料を箱より取り出したら，破損，漏れがないかを確認する。 

(2)取り出したら直ちに試料を冷蔵庫に保存する。 

5.2 試験器の準備  

(1)温度が安定した部屋の，清潔な作業台の上に試験器を設置する。 

(2)試験器のコンセントを差込み，電源を入れる。 

(3)圧力が 800kPa 以上に調整された酸素を，試験器の酸素導入口へ接続し，供給を行う。 

(4)試料室の洗浄用として，エタノールとティッシュを準備する。 

5.3 試験器の校正     

(1)照合試験試料の試験を開始する前に試験温度 140℃での誘導期間が 1 時間 57 分±6 分

の標準試料を 5.4 記載の手順に従って測定する。 

(2)測定した誘導期間が標準試料の許容範囲内であることを確認する。測定した誘導期間が許

容範囲外の場合は，再度標準試料を測定する。 

5.4 試験の手順  

(1)スクリューキャップを開ける。“main menu”画面で“TestRun”画面に移り、左方向ボタン”を

押し，“Manual Functions Menu” の“Purging1”、“Purging2”を実行し酸素供給ラインのパ

ージを行う。２回目の測定からは“NEXT”を押し，自動的に酸素供給ラインのバージを行う。 

(2)試料室の 1/3 程度までエタノールを入れ，スクリューキャップ側にも少量垂らす。 

(3)新しいティッシュでエタノールを拭き取る。 

(4)(2)と(3)をもう一度繰り返し，油分が無いことを確認する。 

(5)O リングを試料室に取り付ける。 

(6)ピペットを用いて試料室に試料を 5ml±0.5ml 入れる。 

(7)スクリューキャップを締め，安全フードを閉じる。 

(8)“back”を押し、“Test Run”画面に戻し、“set”を押し条件設定画面で試験温度、試験圧力及

び試料名を設定する。試験圧力は 700kPa、試験温度は初めに 140℃に設定する。 

(9)(8)の終了後、“back”を押し、“Test Run”画面に戻し、試験器パネルの RUN ボタンを押し、

試験を開始させる。 

(10)試料室の圧力が圧力降下点に達した時点で，試験が自動的に終了する。試験器パネルに

表示された誘導期間を記録する。 

5.5 結果の表し方  

誘導期間が１日以下の場合は，時間，分，秒の表示で記載する。一日以上の場合は，日，時間，

分の表示で記載する。 

 

6. 誘導期間法（ＰｅｔｒｏＯＸＹ法）注意事項 

(1)試料容器の破損，漏れが見られた場合はエス・ブイ・シー東京まで連絡する。 

(2)試験毎に，必ず送付された新しい O リングに取り換えること。 

(3)残存物が残ることないように洗浄溶剤として 99.5%濃度のエタノールを必ず使用する。 

(4)送付したティッシュに洗浄溶剤を浸し，試料室のカップ，蓋，シール溝に付着したガム状物質，

酸化物の残渣がないように確実に拭き取る。 
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(5)試料室の乾燥は空気雰囲気下で行い，早く乾燥させるために圧縮空気等は使用しないこ

と。 

(6)ピペットは試験毎に新しいものを使用すること。 

(7)試験は試験方法に確実に従い，実施すること。 

(8)試験終了後に試料室の蓋を開ける際，試料温度が室温に戻っていることを必ず確認する。 

(9)照合試験試料で試験する前に，必ず送付した標準試料で試験し，誘導期間が許容範囲内で

あることを確認する。再試験しても許容範囲外の場合は，エス・ブイ・シー東京まで連絡する。 

 

7. ⊿TAN 法試験手順 

経済産業省告示第 81 号「軽油中の酸価の増加の測定方法」に従い実施する。 

 

8. ⊿TAN 法注意事項 

(1)ろ過用フィルターは，材質が PTFE（ポリテトラフルオロエチレン）のものを用いる。セルロース

混合エステル製は，酸・アルコール・エステル等に対する耐薬品性が低いので使用しない。 

(2)試験温度は恒温槽の温度計の読みが 115℃±0.2℃になるように恒温槽の温度を調節する。

また、酸素吹き込み量は 3L/hr±0.3L/hr の流量に調節する。 

(3)酸化安定度試験後恒温槽から取り出し，氷水中（約 0℃）にて 5 時間放置冷却する。その後

酸価の測定分として，ろ過前に酸化器を傾斜し，上澄みの部分を 50ml±0.5ml 分取する。 

(4)酸価の測定は冷却後速やかに実施する。酸価の測定が速やかに行えない場合には，不活

性ガスを封入し，暗所に保存する。その場合にも，翌日には遅くとも測定を行うようにする。  

 

9. 配布物及び配布スケジュール 

(1) 試料等の配布 

下記の標準溶液及び試料等を平成 2 １年 12 月 2 １日までに参加機関に配布する。 

①標準試料（誘導期間 1 時間 57 分±6 分 at140℃）     50 ｍ L×１本 

②照合試験試料：調合先（SVC 東京）より送付 

試料 1 5wt%UME-1 混合軽油＋BHT20ppm        1L×１本 500mL×１本  

試料 2 5wt%UME-1 混合軽油＋BHT30ppm       1L×１本 500mL×１本 

試料 3 5wt%UME-1 混合軽油＋BHT40ppm        1L×１本 500mL×１本  

試料 4 5wt%UME-1 混合軽油＋BHT50ppm       1L×１本 500mL×１本 

試料 5 5wt%UME-2 混合軽油＋BHT50ppm       1L×１本 500mL×１本 

試料 6 5wt%UME-2 混合軽油＋BHT55ppm       1L×１本 500mL×１本 

試料 7 5wt%UME-2 混合軽油＋BHT60ppm       1L×１本 500mL×１本 

試料 8 5wt%UME-2 混合軽油＋BHT70ppm       1L×１本 500mL×１本 

試料 9 5wt%RME-2 混合軽油＋BHT5ppm        1L×１本 500mL×１本 

試料 10 5wt%RME-2 混合軽油＋BHT10ppm      1L×１本 500mL×１本 

試料 11 5wt%RME-2 混合軽油＋BHT15ppm      1L×１本 500mL×１本 

試料 12 5wt%RME-2 混合軽油＋BHT20ppm      1L×１本 500mL×１本 
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試料 13 5wt%SME-3 混合軽油＋BHT20ppm      1L×１本 500mL×１本 

試料 14 5wt%SME-3 混合軽油＋BHT25ppm      1L×１本 500mL×１本 

試料 15 5wt%SME-3 混合軽油＋BHT30ppm      1L×１本 500mL×１本 

試料 16 5wt%SME-3 混合軽油＋BHT40ppm      1L×１本 500mL×１本 

 

③O リング                      50 個  

④拭き取り用ティッシュ               2 箱 

⑤エアスプレー                    １本             

 

(2) 報告期限 

平成 22 年 1 月 27 日 

※照合試験結果報告書は，報告期限までに Email にて報告をお願い致します。 

チャート類等その他については，FAX または Email にて報告をお願い致します。 

別途、照合試験結果報告書を郵送して頂くことになりますが、報告書の内容等につきましては

後日連絡させて頂きます。 

 

10. 連絡先及び報告先 

〒243-0303 神奈川県愛甲郡愛川町中津 4052-2 

㈱エス･ブイ･シー東京 性能実験 G 秋元裕司 小出俊一 

TEL  046-285-0568 

FAX  046-286-5374 

Email Yuuji.Akimoto@showa-shell.co.jp 

       Shyunichi.Koide@showa-shell.co.jp     

 

11. 報告様式 

照合試験結果は別紙にて次の内容を報告する。 

(1) 試験機関名 

(2) 測定日 

(3) 試験条件 

(4) 試験結果（標準試料での試験結果含） 

(5) ⊿酸価測定チャート（経済産業省告示法） 

(6) 特記事項 

なお，試験方法において問題点がありましたら速やかに SVC 東京（小出）までお知らせ下さい。 
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 脂肪酸メチルエステル混合軽油の脂肪酸メチルエステル混合軽油の脂肪酸メチルエステル混合軽油の脂肪酸メチルエステル混合軽油の 

酸化安定度試験方法（案）酸化安定度試験方法（案）酸化安定度試験方法（案）酸化安定度試験方法（案） 

－誘導期間法－－誘導期間法－－誘導期間法－－誘導期間法－ 
 

 
1111    適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲 この規格は，軽油に脂肪酸メチルエステル（以下ＦＡＭＥという。）を 0.1
質量分率%超から、5.0 質量分率%まで混合した燃料の酸化安定度について，加速酸化条

件下での誘導期間測定方法を規定する。 
    注記注記注記注記 この規格は，危険な試薬，操作及び測定装置を用いることがあるが，安全な使

用 法をすべてに規定しているわけではないので，この試験方法の使用者は試験

に先立って，適切な安全上及び健康上の禁止事項を決めておかなければならな

い。 
 
2222    引用規格引用規格引用規格引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定

の一部を構成する。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 
JIS K JIS K JIS K JIS K 1101110111011101 酸素 
JIS K 2251JIS K 2251JIS K 2251JIS K 2251 原油及び石油製品－試料採取方法 
JIS K 8JIS K 8JIS K 8JIS K 8101101101101 エタノール（99.5）（試薬） 
JIS K 8JIS K 8JIS K 8JIS K 8401401401401 数値の丸め方    
JIS Z 8402JIS Z 8402JIS Z 8402JIS Z 8402----6666 測定方法及び測定結果の精確さ（真度及び精度）－第 6 部：精確さに

関する値の実用的な使い方 
 
3333    定義定義定義定義 この規格に用いる主な用語の定義は，次による。 
a)a)a)a)    ＦＡＭＥＦＡＭＥＦＡＭＥＦＡＭＥ(Fatty acid methyl esters)(Fatty acid methyl esters)(Fatty acid methyl esters)(Fatty acid methyl esters)    動物油，植物油などをメチルエステル化し，精

製して製造されたディーゼル燃料用の脂肪酸メチルエステル。 

b)b)b)b)  圧力降下点圧力降下点圧力降下点圧力降下点 試料室の内部圧力が，試験中の最大圧力に対し 10%降下した点。 
c)c)c)c)  誘導期間誘導期間誘導期間誘導期間 試料と酸素を圧入した試料室の昇温開始時から，圧力降下点に達するまで

の経過時間（分）。 
 
4444    試験の原理試験の原理試験の原理試験の原理    試料 5ml を試料室に入れて酸素を 695～705kPa まで圧入した後、139.5
～140.5℃まで加温する。その温度を保ちながら試験中の試料室内部圧力を記録して、圧

力降下点までの時間を求め、誘導期間とする。 
 
5555    測定装置及び器具測定装置及び器具測定装置及び器具測定装置及び器具 測定装置及び器具は，次による。 
5.15.15.15.1    加速酸化測定装置加速酸化測定装置加速酸化測定装置加速酸化測定装置 5 分以内で 140℃までの加熱が可能な試料室を備え，試料室の温

度及び圧力を１分間隔で検出，記録できるもの。その例を図 1 に示す。 
注記注記注記注記 測定装置は，独 Petrotest 社製のものがあり，例として構成を示すと次のよう

になる。 
a)a)a)a) 試料室試料室試料室試料室 表面に金が蒸着された器状のもので，上端部に酸素供給兼圧力制御用の孔が

設けられている。 
b)b)b)b) スクリューキャップスクリューキャップスクリューキャップスクリューキャップ ねじ込み式のキャップで，試料室を密閉するために用いる。 
c)c)c)c)    ヒータヒータヒータヒーター 試料室の底に取り付けられ，測定温度を±0.5℃で制御できるもの。 
d)d)d)d)    OOOO リングリングリングリング テフロンコーティングされたバイトン製のもの。試料室とスクリューキャ

ップの間に取り付け，試料室の気密を保つ。O リングは試験毎に新しいものを用いる。 
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図図図図 1111－加速酸化測定装置（－加速酸化測定装置（－加速酸化測定装置（－加速酸化測定装置（ＰｅｔｒｏＯＸＹＰｅｔｒｏＯＸＹＰｅｔｒｏＯＸＹＰｅｔｒｏＯＸＹの例）の例）の例）の例）    

 
 
 

 
 
 
 
 
e)e)e)e)    バルブバルブバルブバルブ    ソレノイドタイプで，デッドボリウム及びオリフィス径が小さく且つサイク

ル速度が速いもの。 
f)f)f)f)    圧力センサー圧力センサー圧力センサー圧力センサー    0kPa～2000kPa まで圧力範囲で，1mV/kPa～2.5mV/kPa の感度を有

するもの。また，150℃までの温度で検出できるもの。 
g)g)g)g)    温度センサー温度センサー温度センサー温度センサー    0℃～200℃±0.1℃まで検出可能なもの。 
h)h)h)h)    酸素導入口酸素導入口酸素導入口酸素導入口 試験用の酸素を導入するために用いる。 
i)i)i)i) 冷却ファン冷却ファン冷却ファン冷却ファン    外部からの空気（風）で試料室を試験温度から室温まで冷却する能力を

有するもの。  
j)j)j)j)    安全フード安全フード安全フード安全フード 高温の試料室に誤って触れないための覆い。試料室の保温も兼ねる。 
5.25.25.25.2 ピペットピペットピペットピペット 5.0 mL±0.1mL を注入できるもの。 
 
6.6.6.6.    試薬試薬試薬試薬 試薬は，次による。 
a)a)a)a) 標準試料標準試料標準試料標準試料 測定装置製造者が指定するもので，誘導期間が規定されたもの。 
b)b)b)b) エタノールエタノールエタノールエタノール    JIS K JIS K JIS K JIS K 8101810181018101 に規定するもの。 
c)c)c)c) 酸素酸素酸素酸素 JIS K 1101JIS K 1101JIS K 1101JIS K 1101 に規定する純度 99.5%以上のもの。 
d)d)d)d) 拭き取り用ティ拭き取り用ティ拭き取り用ティ拭き取り用ティッッッッシュシュシュシュ 試料室表面を傷つけることがなく，糸くずがでないもの。 
 
7777    測定装置の準備測定装置の準備測定装置の準備測定装置の準備 測定装置の準備は，次による。 
7.17.17.17.1 測定装置の準備測定装置の準備測定装置の準備測定装置の準備 加速酸化測定装置の準備は，次による。 
a)a)a)a) 温度が安定した部屋の，清潔な作業台の上に測定装置を設置する。 
b)b)b)b)    圧力が 800kPa 以上に調整された酸素を，測定装置の酸素導入口へ接続し，供給を行

う。 
c)c)c)c)    試料室の洗浄用として，エタノールとティッシュを準備する。 
7.27.27.27.2    測定装置の校正測定装置の校正測定装置の校正測定装置の校正    標準試料を用いて箇条箇条箇条箇条 10101010 の方法に従って測定した誘導期間が標準

試料の許容範囲内であることを確認する。 
注記注記注記注記 試験結果が許容範囲から外れた場合は，測定装置製造者が定める方法により，
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測定装置に内蔵された温度センサーまたは圧力センサーの校正を行う。 
 
8888    試料の採取及び調製方法試料の採取及び調製方法試料の採取及び調製方法試料の採取及び調製方法    試験用試料の採取方法及び調製方法は次のとおりとする。 
a)a)a)a) 試料は、JIS K 2251JIS K 2251JIS K 2251JIS K 2251 に規定する一次試料の採取方法及び二次試料調製方法によるか、

又はそれに準じた方法によって採取及び調製する。 
b)b)b)b) 試料は、直射日光を避けた場所で、十分な攪拌後に採取する。試料の保存は暗所で行

う。 
c)c)c)c) bbbb））））で試料を採取する容器は、あらかじめ二回共洗いしたエポキシ樹脂又は同等の材

質でライニングした金属製若しくはほうけい酸ガラス製を用いる。ソーダガラス製又

はプラスチック製容器は、可塑剤が溶け出る可能性があるので、用いてはならない。 
備考備考備考備考 一日以内に測定できない場合には、不活性ガスを封入して試料を 10℃以下の温

度で保存し、できるだけ速やかに測定する。 
 
9999    試料の準備試料の準備試料の準備試料の準備    
a)a)a)a)    8888    b)b)b)b)で採取した試料が、タンク、ドラム又は容量 19L を超える容器に入っていると

きは、直射日光を避けた場所で、十分な攪拌後に採取する。また、8888    b)b)b)b)で採取した

試料が、少量の時は、振とう及び転がしなどで混ぜてから、試料を注ぐか又はピペッ

トその他の手段で採取する。なお、10℃以下で貯蔵してきた試料の場合は、室温にし

て、不溶性のワックスがないことを確認してから、攪拌して採取する。 
b)b)b)b)    試料を採取する容器及びピペットなどの器具は、エタノールで洗浄し、試料で共洗い

する。    
    
10101010    試験の手順試験の手順試験の手順試験の手順 試験の手順は，次による。 
a)a)a)a) 前回の試験のガスの混入をさけるため、酸素供給ラインのパージを行う。 
b)b)b)b)    試料室の 1/3 程度までエタノールを入れ，キャップ側にも少量垂らす。 
c)c)c)c) 新しいティッシュでエタノールを拭き取る。 
d)d)d)d) b)b)b)b)と c)c)c)c)をもう一度繰り返し，油分が無いことを確認する。 
e)e)e)e) O リングを試料室に取り付ける。 
f)f)f)f) ピペットを用いて試料室に試料を 5ml±0.5ml 入れる。 
g)g)g)g) 700kPa±5kPa となるまで酸素を試料室に充填し，20 秒以上安定させる。 
h)h)h)h) 圧力が安定していることを確認した後，試料室の温度を 5 分以内に 140℃になるよう

加熱を開始する。 
i)i)i)i) 試料室の圧力が圧力降下点に達した時点で，試験を停止し，誘導期間（分）を記録す

る。 
 

注記注記注記注記 1 1 1 1 試料室の加熱開始から 5 分以内に圧力降下が見られた場合は試験を中止し、O
リングの破損、試料の残渣、試料室表面に傷のないことを確認する。 

注記注記注記注記 2 2 2 2 試験終了後に試料室の蓋を開ける際，試料温度が室温に戻っていることを必ず

確認する。 
    
11111111    結果の表し方結果の表し方結果の表し方結果の表し方    誘導期間は JIS Z 8401JIS Z 8401JIS Z 8401JIS Z 8401 の規定によって分単位に丸め、分の表示で記載

する。    
    
12121212    精度精度精度精度    この試験方法で得られた試験結果の許容差（確率 0.95）は，次による。 

注記注記注記注記    試験結果が許容差を外れた場合には，JIS Z 8402JIS Z 8402JIS Z 8402JIS Z 8402----6666 の規定によって処理する。  
a)a)a)a) 室内併行精度室内併行精度室内併行精度室内併行精度 同一試験室において，同一人が同一の測定装置で，引き続き短時間に

同一試料を 2 回試験したとき，試験結果の差の許容差は，表 1 による。 
b)b)b)b) 室間再現精度室間再現精度室間再現精度室間再現精度 異なる試験室において，別人が別の測定装置で，同一試料をそれぞれ

1 回ずつ試験して求めた 2 個の試験結果の差の許容差は，表 1 による。 
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表表表表 1111    加速酸化測定装置の精度（試験温度加速酸化測定装置の精度（試験温度加速酸化測定装置の精度（試験温度加速酸化測定装置の精度（試験温度    140140140140℃）℃）℃）℃）    

室内併行許容差 室間再現許容差 

0.0249X 0.0815X 

注記注記注記注記    XXXX：：：：試験結果のの平均値 
        

13131313    結果の報告結果の報告結果の報告結果の報告 試験結果には，次の事項を記載する。 
a)a)a)a)    試料名，試料採取場所及び採取年月日 
b)b)b)b)    試験方法の名称 
c)c)c)c)    箇条箇条箇条箇条 11111111 によって得られた結果 
d)d)d)d) 試験温度 
e)e)e)e)    特記事項 
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添付資料２ 

 

照合試験用５％ＦＡＭＥ混合軽油に用いた軽油の性状 

 

 

密度　15℃ g/cm3 0.8383

引火点 ℃ 66

動粘度　30℃ mm2/S 3.881

硫黄分 %(m/m) 0.0008

流動点 ℃ -15

曇り点 ℃ -4

目詰まり点 ℃ -13

10%残油の残留炭素分 %(m/m) 0.01

セタン指数 ー 55.3

反応 ー 中性

窒素分 massppm 1

初留点 ℃ 178.0

　5%留出 ℃ 211.0

10%留出 ℃ 227.0

20%留出 ℃ 246.0

30%留出 ℃ 260.5

40%留出 ℃ 272.0

50%留出 ℃ 282.5

60%留出 ℃ 293.0

70%留出 ℃ 305.0

80%留出 ℃ 320.5

90%留出 ℃ 341.5

95%留出 ℃ 362.0

終　点 mL 372.0
全留出量 mL 98.0
残油量 mL 1.5
減失量 mL 0.5

蒸留性状

単位 軽油試験項目


